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永井博先生 略年譜 

 

1921年（大正 10年） 1 月 1 日、愛知県蒲郡に生まれる。 

1938年（昭和 13年） 東京高等師範学校文科第 4部（歴史・地理）入学 

1941年（昭和 16年） 卒業 

1942年（昭和 17年） 東京文理科大学文理学部哲学科入学 

1944年（昭和 19年） 卒業 

1945年（昭和 20年） 12 月、東京文理科大学文理学部副手 

1947年（昭和 22年） 10 月、東京文理科大学文理学部助手 

1950年（昭和 25年） 10 月、東京文理科大学文理学部助教授 

1953年（昭和 28年）  4 月、東京教育大学文学部助教授（学制改革による配置

換え）。大学院文学研究科修士・博士課程を担当。 

1959年（昭和 34年） 東京文理科大学より文学博士（学位論文「数理の存在論

的基礎」）の学位を授与される。 

1964年（昭和 39年） 『現代自然哲学の研究』により第一回田辺元賞を受賞。 

6 月より、日本学術会議の派遣で海外渡航。ヨーロッパ

諸国の学術事情の調査研究に従事。また、8月 26日から

9 月 2 日に行われた国際会議 Congress for Logic, 

Philosophy and Methodology of Science（イスラエル・エル

サレム（ヘブライ大学）にて）に日本代表として出席。 

1975年（昭和 50年） 7 月、筑波大学哲学・思想学系教授（1978年 3 月まで東

京教育大学文学部教授併任）。筑波大学大学院哲学・思想

研究科博士課程を担当。 

1977年（昭和 52年） 4 月、筑波大学第二学群比較文化学類長（1978年 3月ま

で） 

 筑波大学評議員（1982 年まで） 

1979年（昭和 54年） 4 月、筑波大学第二学群長（1982年まで） 

1982年（昭和 57年）   4 月、還暦記念論文集として『世界観と哲学の原理』（飯

塚勝久・工藤喜作・齋藤博・澤口昭聿編, 東海大学出版
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会）が刊行される。 

9 月、日本学術会議科学史科学基礎論研究連絡委員会委

員長（1984年 10月まで） 

1983年（昭和 58年） 3 月、筑波大学の派遣で西ドイツに渡航。代表的新構想

大学ボーフムにて大学の管理運営体制の実情調査と哲

学を中心とする学術研究についての意見交換。 

1984年（昭和 59年）    3 月、筑波大学定年退官 

4 月、東海大学文学部教授 

1991年（平成 3 年）    11月、筑波大学名誉教授 

1993年（平成 5 年）    6 月、科学基礎論学会名誉会員 

1994年（平成 6 年）    3 月、東海大学定年退職 

5 月、古希記念論文集として『哲学思索と現実の世界』

（工藤喜作・齋藤博・澤口昭聿・米澤克夫編, 創文社）

が刊行される。 

1996年（平成 8 年）    12 月、日本学士院会員 

2012年（平成 24年）    11月 7日、自宅にて逝去（享年 92歳） 
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永井博先生 主要業績一覧 

 

単  著 

 

1954年（昭和29年） 

『ライプニッツ研究 ・科學哲學的考察・』筑摩書房 

 

1955年（昭和30年） 

『近代科學哲學の形成』創文社 

 

1958年（昭和 33年） 

『ライプニッツ』勁草書房 

 

1961年（昭和 36年） 

『數理の存在論的基礎』創文社 

 

1963年（昭和 38年） 

『現代自然哲学の研究』創文社 

 

1966年（昭和 41年） 

『科学概論 －科学の哲学－』創文社 

 

1973年（昭和 48年） 

『生命論の哲学的基礎』岩波書店 

 

1985年（昭和 60年） 

『人間と世界の形而上学 －哲学原理の探究－』創文社 
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学術論文等（共著含む） 

 

1950年（昭和 25年） 

「ライプニッツのAnalysis situsについて」 

『基礎科学』（弘文堂） 

第16号 1-9頁 

「結合法の背景と構造」 

『哲學論叢』（東京文理科大學哲學會） 

第12輯 37-72頁 

 

1951年（昭和 26年） 

「西田哲学批判論」 

『思想』（岩波書店） 

第319号 47-58頁 

「ライプニッツの生命論」 

『現代哲學の基礎問題』（坂崎侃編 弘

文堂）285-314頁 

 

1952年（昭和 27年） 

「忠誠」 

『新倫理講座 2 道徳とは何か』（創

文社） 119-122頁 

 

1953年（昭和 28年） 

「デカルトの幾何学と普遍数学」 

『基礎科学』 

第31号 1015-1030頁 

「講演 現代の精神史的状況」 

『下伊那教育』（下伊那教育会） 

第20号 1-15頁 

「講演 科学哲学の理念」 

『下伊那教育』 

第23号 9-20頁 

 

1954年（昭和 29年） 

「現代科學哲學の境位」 

『科学基礎論研究』（科学基礎論学会） 

第1巻第3号 108-115頁 

「デカルトの普遍數學」 

『哲學』（日本哲學会） 

第3-4号 1-10頁 

 

1955年（昭和 30年） 

「書評 コンラート・マルティウス『ビ

オスとプシュケー』」 

『科学基礎論研究』 

第2巻第1号 228-230頁 

「研究発表概要 カントと近代科学」 

同 238頁 

「講演 ライプニッツと現代」 

『下伊那教育』 

第27号 2-12頁 

 

1956年（昭和 31年） 

"Some Aspects of the Philosophy of Science 

in Japan." 

Annals of the Japan Association for 

Philosophy of Science 
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Vol.1, No.1, pp. 63-90 

「講演 哲学の意義について」 

『下伊那教育』 

第33号 20-23頁 

「自然科学的認識の限界」 

『福音と世界』（新教出版社） 

第11巻第4号 28-33頁 

「現代の物理学」 

『現代哲学講座 4 科学と哲学』（河

出書房）150-172頁 

「量子論」 

  同上 233-237頁 

「原子力」 

  同上 237-242頁 

 

1957年（昭和 32年） 

「書評 ジャマー『空間の概念』」 

『科学基礎論研究』 

第3巻第3号 503-508頁 

「講演 カントの哲学について」 

『下伊那教育』 

第36号 5-14頁 

 

1959年（昭和 34年） 

「連続の基礎存在論的考察」 

『哲学倫理学研究』（東京教育大学文

学部） 

第20号 1-19頁 

 

1960年（昭和 35年） 

"The Concept of Formality in Mathematics." 

Annals of the Japan Association for 

Philosophy of Science 

Vol.1, No.5, pp. 289-312 

「座談会 新しい視角から見た西田哲学」 

大井正・永井博・古田光 

『理想』（理想社） 

第 326号 48-62 頁 

 

1962年（昭和 37年） 

「書評 ケルナー『数理哲学』」 

『科学基礎論研究』 

第6巻第1号 42-46頁 

 

1963年（昭和 38年） 

「田辺哲学における科学の問題」 

『理想』 

第 357号 14-23 頁 

「空間論」 

『理想』 

第 359号 11-20 頁 

「近代自然科学の根本問題」 

『講座 哲学大系 3 科学理論と自然

哲学』（田中美知太郎編 人文書院）

339-361頁 

 

1964年（昭和 39年） 

「書評 マルチン著・斎藤義一訳 数理哲

学の歴史」 

『科学基礎論研究』 
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第7巻第1号 44-45頁 

 

1965年（昭和 40年） 

「1964年国際科学基礎論会議の記」 

『科学基礎論研究』 

第7巻第2号 87-95頁 

「書評 碧海・石本・大森・沢田・吉田共

編：科学時代の哲学Ｉ」 

『科学基礎論研究』 

第7巻第3号 140-141頁 

「自然哲学の課題」 

『思想』 

第495号 84-95頁 

「科学思想の日本的形態 序論的考察」 

『理想』 

第 380号 33-41 頁 

「唯物論と「科学的」ということ」 

『理想』 

第 391号 53-56 頁 

 

1966年（昭和 41年） 

「講演 人間と技術」 

『信濃教育』（信濃教育会） 

第 956号 4-14頁 

「西欧精神史と科学」 

『ヨーロッパ精神史の基本問題』（澤

柳大五郎・関根正雄・村治能就編 岩

波書店）321-347頁 

 

1967年（昭和 42年） 

「数学の実在性」 

『思想』 

第 513号 25-38 頁 

「田辺元と「科学概論」」 

『中央公論』（中央公論社） 

第 82 巻第 11号 398-405頁 

「下村寅太郎先生」 

『哲學論叢』（東京教育大学哲学会） 

第 24 輯 1-6 頁 

「哲学の視点」 

『理想』 

第 404号 23-29 頁 

 

1968年（昭和 43年） 

「講演 人間と宗教」 

『信濃教育』 

第 978号 4-18頁 

「講演 科学技術と人間」 

『信濃教育』 

第 982号 4-17頁 

「科学的方法と哲学」 

『岩波講座哲学 7 哲学の概念と方法』

（出隆・粟田賢三編 岩波書店）349-

368頁 

 

1969年（昭和 44年） 

「生命論の予備的考察」 

『科学基礎論研究』 

第 9巻第 2号 68-74頁 

「哲学の故郷」 
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『下伊那教育』 

第 81 号 11-15頁 

「ベーコンとデカルト」 

『世界の歴史 10 絶対主義』（筑摩書

房）211-225 頁 

 

1970年（昭和 45年） 

「西田哲学の体系が意味するもの」 

『哲學』 

第 20 号 77-93頁 

 

1972年（昭和 47年） 

「数学的思考について」 

『科学基礎論研究』 

第 10 巻第 4 号 162-165頁 

「空間概念の歴史的変遷」 

『数理科学』（ダイヤモンド社） 

第 10 巻第 10号 5-9頁 

 

1973年（昭和 48年） 

「ライプニッツの論理学」 

『思想』 

第 590号 137-146頁 

 

1974年（昭和 49年） 

『どう考えるか 知識と人間』（二玄社） 

山内恭彦・樫山欽四郎・栗田直躬・永

井博・吉田夏彦・浜井修 

「学問統一論」 

『科学基礎論研究』 

第 12 巻第 1 号 31-36頁 

「自然の客観性について」 

『言語』（大修館書店） 

第 31 号 2-11頁 

「因果性の問題」 

『哲學』 

第 24 号 26-43頁 

「死生の彼岸に立ちて」 

『日本及日本人』（日本及日本人社） 

第 1522号 50-57頁 

 

1975年（昭和 50年） 

「科学の基礎にあるもの」 

『化学教育』（日本化学会） 

第 23 巻第 2 号 103-106頁 

「価値転換の論理と人間」 

『日本及日本人』 

第 1529号 18-25頁 

 

1976年（昭和 51年） 

「人間を根底から動かすもの」 

『日本及日本人』 

第 1538号 74-81頁 

 

1977年（昭和 52年） 

「『基礎科学』の時代」 

『科学基礎論研究』 

第 13 巻第 2 号 1-4 頁 

「書評 伊藤俊太郎著：文明における科

学」 
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同 41-42 頁 

「書評 Max Planck：A Bibliography of His 

Non-Technical Writings, Berkeley Papers 

in History of Science」 

『科学基礎論研究』 

第 13 巻第 3 号 128-129頁 

 

1978年（昭和 53年） 

「書評 Bernard Bolzano：Vermischte phi-

losophische und physikalische Schriften, 

1832-1848, Erster Teil, hrsg. von Jan Berg」 

『科学基礎論研究』 

第 14 巻第 1 号 35-36頁 

「ヨーロッパにおける人間観の研究」 

『心』（平凡社） 

第 31 巻第 10号 47-70 頁 

「無意識の実在性」 

『筑波大学哲学・思想学系論集』（筑

波大学哲学・思想学系） 

第 4号 17-43頁 

 

1979年（昭和 54年） 

「宇宙現象としての人間」 

『心』 

第 32 巻第 8 号 79-86頁 

「科学文明の行方と人類」 

『日本及日本人』 

第 1551号 38-53頁 

「一つの原稿」 

『西田幾多郎全集 4 付録』（岩波書店） 

4-6 頁 

「書斎のなかの西田幾多郎（一）」 

『西田幾多郎全集 6 付録』 

1-4 頁 

「書斎のなかの西田幾多郎（二）」 

『西田幾多郎全集 7 付録』 

1-5 頁 

「書斎のなかの西田幾多郎（三）」 

『西田幾多郎全集 8 付録』 

5-8 頁 

「書斎のなかの西田幾多郎（四）」 

『西田幾多郎全集 10 付録』 

4-8 頁 

「書斎のなかの西田幾多郎（五）」 

『西田幾多郎全集 14 付録』 

9-14 頁 

 

1981年（昭和 56年） 

「序 人間科学とは何か」 

『科学基礎論研究』 

第 15 巻第 3 号 93-94頁 

「務台哲学の軌跡」 

『信濃教育』 

第 1141号 22-26頁 

「虚実と運命論」 

『日本及日本人』 

第 1563号 44-51頁 

「生命倫理と人間」 

『理想』 

第 579号 9-16頁 
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1982年（昭和 57年） 

「書評 諏訪紀夫著：病理形態学原論」 

『科学基礎論研究』 

第 15 巻第 4 号 207-208頁 

「科学基礎論研究 第 60 号の発刊に際

して」 

『科学基礎論研究』 

第 16 巻第 1-2号 1-3 頁 

「自然と人間」 

『日本及日本人』 

第 1566号 44-51頁 

「世界の根源性と意識の変動」 

『世界観と哲学の原理』（東海大学出

版会）161-181頁 

「現代人間論の展望」 

『ヨーロッパにおける人間観の研究』

（古田光編 未來社）333-368 頁 

 

1983年（昭和 58年） 

「連合場としての宇宙」 

『哲学・思想論集』（筑波大学哲学・

思想学系） 

第 9号 1-30 頁 

「進化論の哲学的意味」 

『理想』 

第 603号 14-29 頁 

 

1984年（昭和 59年） 

「知識人の条件について」 

『日本及日本人』 

第 1573号 22-29頁 

 

1985年（昭和 60年） 

「生理と心理」 

『科学基礎論研究』 

第 17 巻第 3 号 145-151頁 

「遠景の朝永先生」 

『朝永記念室報』 

第 2号 22-24頁 

 

1987年（昭和 62年） 

「文明論的展望の地平」 

『文明』（東海大学出版会） 

第 51 号 5-21頁 

 

1988年（昭和 63年） 

「進化論的概念の妥当性」 

『科学基礎論研究』 

第 18 巻第 4 号 167-172頁 

 

1989年（平成元年） 

「新世紀への実践哲学的対応」 

『日本及日本人』 

第 1593号 32-39頁 

 

1990年（平成 2 年） 

「書評 末綱恕一著作集」 

『科学基礎論研究』 

第 19 巻第 4 号 197-198頁 
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1991年（平成 3 年） 

「科学的宇宙論と人間」 

『理想』 

第 647号 5-14頁 

「田辺弁証法と自然科学」 

『田辺元 思想と回想』（武内義範・武

藤一雄・辻村公一編 筑摩書房）18-

47 頁 

 

1994年（平成 6 年） 

「行為の個体性と普遍性」 

『哲学思索と現実の世界』（創文社）

3-39 頁 

 

1995年（平成 7 年） 

「自然科学の成立根拠」 

『文明』 

第 73 号 1-16頁 

 

1997年（平成 9 年） 

「カントとニュートン」 

『日本学士院紀要』（日本学士院） 

第 52 巻第 2 号 91-99頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


